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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本の大学等の高等教育機関で学ぶ日本語学習者が必要な日本語およびア
カデミック・スキルを，can-do statementによる能力記述文により提示し，その能力記述の目標を達成するため
の学習項目と教材を関連づけたコンテンツ「アカデミックCan-doグリッド」の構築を目指すものである。これ
は，能力記述とそれに対応した教育コンテンツが複合的につながった，実用性の高い教材モデルとなる。さらに
これは，第二言語としての日本語教育のみならず，第一言語としてのアカデミック日本語教育，すなわち日本人
大学生へのアカデミック日本語教育にも大きく貢献できるものである。

研究成果の概要（英文）：The research objective is to develop the prototype of new Japanese language 
learning material for the international students who need the academic skills to study/research in 
university of Japan. This material is consists of essential tasks which the Japanese learner would 
experience in academic settings. The skills which are required for these tasks are expressed by “
can-do statements”and authentic materials which are used in the practical academic settings. 
Through the study with this material, learners will be able to acquire the academic skills and 
Japanese language skills.Through the research for the development of the prototype, new perspectives
 for academic Japanese language teaching were provided.

研究分野：日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
 日本の大学で学ぶ留学生への日本語教育，
いわゆるアカデミック・ジャパニーズについ
ては，これまでにも日本語教育の中でその研
究の成果が数多く積み重ねられ，教材化もな
されているが，これらの多くは「レポートを
書く」「講義を聞く」といった特定のスキル
に偏りが見られ，また日本語力の育成を主眼
としたものがほとんどであった。我々は，実
際に大学等の高等教育機関で学ぶ留学生が
大学での研究・勉強に必要なスキルは，いわ
ゆる従来のアカデミック・ジャパニーズに加
え，留学生が大学というコミュニティに属し
て研究・学習を行っていく上で必要な，より
多様なスキルやストラテジーが必要である
と考え，日本語力とアカデミック・スキル習
得のための教育内容を関連づけた新たな教
材の開発を目指すに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は，日本の大学等の高等教育機関で
学ぶ留学生（日本語学習者）が必要な日本語
およびアカデミック・スキルを，can-do 
statementによる能力記述文により提示し，
その能力記述の目標を達成するための学習
項目と教材を関連づけたコンテンツ「アカデ
ミック Can-do グリッド」の構築を目指すも
のである。その具体的な特徴は以下のとおり
である。 

(1)アカデミック・ジャパニーズ／スキルの
可視化：アカデミックな場面での行動目標
に応じてどのような学習が必要なのかを
can-do statementで示し，学習者自身をは
じめ，教師等，彼らの周囲の関係者にも学
習の見通しや目標を可視化することがで
きる。 
(2)authenticな「よきモデル」による習得：
ジャンルやスキルごとに authenticで良質
な実例（モデル）を多数提示することで，
学習者自身がそれを用いてスキルを習得
できる。 
(3)拡張・発展可能な教材リソースの提供：
学習項目と教材を関連づけた教材コンテ
ンツの集合体である「アカデミック
Can-doグリッド」を構築することで，日
本語教師はもとより学習者自身がそのコ
ンテンツにアクセスし自身の学習目的に
合わせて自律学習ができるようになる。 
こうした特徴を備えた本研究で目指す教
材コンテンツは，能力記述とそれに対応した
教育コンテンツが複合的につながった，従来
にない，実用性の高い教材モデルとなる。さ
らにこれは，第二言語としての日本語教育の
みならず，第一言語としてのアカデミック日
本語教育，すなわち日本人大学生へのアカデ
ミック日本語教育にも大きく貢献できるも
のである。本科研では，この教材コンテンツ
のプロトタイプを作成することを目的とし
た。 

 

３．研究の方法 
 まず，これまでのアカデミック・ジャパニ
ーズにおける先行研究のレビューおよび市
販されている現行のアカデミック日本語教
材の分析を行い、従来のアカデミック・ジャ
パニーズ研究において取り上げられている，
日本の大学で学ぶ留学生が大学生活・研究生
活を送る上で必要とされている能力にはど
のようなものがあるかを分析した。加えて，
留学生が大学での実際の学習で求められる
アカデミック・スキルにおいて，具体的にど
のような点でつまずいているかを明らかに
するために，留学生が演習型授業において作
成したレジュメを分析し，日本人学生のそれ
と比較することにより，留学生が直面してい
る問題点について分析した。 
これと同時に，昨今の大学教育において求
められているアカデミック・スキルについて
も先行研究をレビューし，かつ大学初年次教
育の分野でのアカデミック・リテラシー教材
の分析を行った。 
これらの調査・研究の成果をもとに，アカ
デミック・スキルと日本語力の能力記述を作
成し，それを習得するための教材コンテンツ
を作成した。さらに，その試作版を実際に留
学生向けの日本語コースで２学期間試用し，
そこで見出された問題点や学生からのフィ
ードバックを参考に改良を進め，教材のプロ
トタイプを完成させた。 
 
４．研究成果 
 これまでに，以下の成果を学会等において
発表した。 
 
(1)演習発表型授業でのレジュメにおける問題
点の考察（平成 25 年度） 
日本のアカデミック場面でよくある演習
形式の授業で作成するレジュメには，他のア
カデミックな場面での課題（レポート，プレ
ゼンテーション等）においても必要とされる
スキルが多く含まれている。そこで，レジュ
メ作成においてどのような問題があるかを，
留学生と日本人学生が作成したレジュメを
分析し，アカデミックな場面における日本語
教育にどのような教育・支援が必要かを明ら
かにした。 
その結果，留学生，日本人学生の双方に，
引用にかかわる問題（妥当な分量以上に引用
が記されている例，引用部分と発表者自身の
考えとが明確に分離されていない例，引用箇
所の適切な提示がない例）が観察された。ま
た，アカデミック分野におけるテーマ設定の
失敗やレジュメ内での論理の不足，また適切
な情報収集ができていないことも明らかに
なった。こうしたスキルは既に初年次教育の
テキスト等で多く取り上げられているもの
の，学習者がこれらのスキルを適切に運用で
きるようになるためには，学習者に理解可能
な形で提示され，指導されることが必要であ
ることがわかった。 



(2)アカデミック・ジャパニーズイメージモ
デルと新規教材開発に向けての既存教材の
特性分析（平成 26 年度） 
これまでのアカデミック・ジャパニーズの
先行研究を踏まえて，あらためて具体的なア
カデミック・ジャパニーズ像を描き出し，そ
れに照らして現行のアカデミック・ジャパニ
ーズ教材を調査し，その特性を分析した。 
その結果，現行の教材では，＜日本語力＞
の高い学部留学生には初年次教育用教材，そ
して＜知識＞や＜問題発見解決力＞がある
程度習得できている大学院生や研究生には，
日本語技能指導用の中上級教材で対応でき
ることがわかった。しかしながら，＜日本語
力＞がまだ不十分で，＜知識＞も限られ＜問
題発見解決力＞も未熟である学部留学生に
適した教材がほとんどないことが明らかに
なった。特に，学部正規留学生は大学初年次
に日本語授業を履修することが多いと想定
されるので，＜知識＞については大学での専
門科目などの学習支援をしつつ，限られた＜
日本語力＞を伸ばしながら＜問題発見解決
力＞も育成できる教材の開発が必要である
という，今後の教材開発への示唆を得た。 
 
(3)大学初年次留学生のためのアカデミック
ジャパニーズ総合教材の開発（平成 27-28 年
度） 
これまでの研究成果をもとに，アカデミッ
ク場面で必要な日本語力とアカデミック・ス
キル育成のための新たな教材の作成を試み
た。この新アカデミック・ジャパニーズ教材
の内容は，これまでのアカデミック・ジャパ
ニーズ教材で取り上げられている，大学で必
要とされている能力に，これからの大学や社
会で求められるとされる，「21 世紀型スキル」
などをはじめとする，いわゆる＜新しい能力
＞の理念を適用したものである。 
この教材は，「アカデミック文章の特徴」
「ノートを取る・コメントシートを書く」「情
報検索をする」「情報を読み解く」「要約す
る・引用する」「論理構成を考える」「レジュ
メを作る」「プレゼンテーションをする」「レ
ポートを書く」といった，アカデミック場面
で要求される課題から成っており，それぞれ
の課題の遂行に要求されるスキルが can-do 
statementによって示されている。教材の素
材には，大学初年次において正規留学生が遭
遇する，実際の講義に近い形・内容の聴解教
材や，教養科目や学部の授業で使うテキスト
や配布資料を想定した読解資料を使い，言語
表現理解レベルでの読解だけでなく，既得知
識との関連付けや類推，比較対照，論旨抽出，
要約，批判など，資料から得た情報を知的に
分析し新たな課題の発見解決に結びつける
までを，１つの教材の中で総合的に行い，学
習者自身が能動的に課題に取り組むことで
これらのスキルを身に付けることをねらい
としている。学習者は，自分の日本語レベル
と学びたい内容を選んで学習できるよう，教

材の難易度とジャンルをモジュール形式で
構成している。 
これを実際に留学生の日本語コースで試
用した実践研究の成果を，翌年度（平成 29
年度）の日本語教育学会春季大会で発表した。
本研究で作成したプロトタイプをもとに，今
後はさらに内容を充実させ，教材コンテンツ
として広く利用できるようにする予定であ
る。 
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